
　

小
社
主
催
の
異
業
種
交

流
会
「
東
海
財
界
倶
楽

部
」
の
第
二
一
回
目
が
九

月
二
十
日
、
ホ
テ
ル
オ
ー

ク
ラ
レ
ス
ト
ラ
ン
で
開
か

れ
、
名
古
屋
入
国
管
理

局
・
藤
原
浩
昭
局
長
に
よ

る
「
出
入
国
管
理
行
政
の

現
況
に
つ
い
て
」
と
題
す

る
講
演
を
行
っ
た
。

　

近
年
の
日
本
ま
た
、
名

古
屋
の
街
中
に
お
い
て
外

国
人
を
多
く
見
か
け
る
機

会
が
増
え
て
い
る
。
全
国

の
出
入
国
者
数
を
見
る

と
、
平
成
二
十
八
年
に
は

二
三
〇
〇
万
人
を
数
え

て
お
り
、
日
本
政
府
は

こ
れ
を
三
十
一
年
に
は

四
〇
〇
〇
万
人
に
達
す
る
目
標
を
掲
げ

て
い
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
藤
原
氏

は
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

　
「
一
昨
年
、
日
本
人
の
外
国
へ
の
出

国
者
数
を
外
国
人
の
入
国
者
数
が
超
え

ま
し
た
。
四
〇
〇
〇
万
人
と
い
う
の
は

と
ん
で
も
な
い
数
字
の
よ
う
に
見
え
ま

す
が
、不
可
能
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
在
留
者
数
も
増
え
て
お
り
、
外

国
人
と
暮
ら
し
て
い
く
の
が
こ
れ
か
ら

の
日
本
社
会
の
変
化
の
一
つ
だ
と
思
い

ま
す
。そ
の
先
だ
っ
て
い
る
の
が
愛
知
・

名
古
屋
で
す
。
名
古
屋
は
東
京
に
次
い

で
在
留
者
数
も
多
く
、
こ
れ
は
モ
ノ
づ

く
り
な
ど
の
工
業
地
域
も
多
い
た
め
で

す
。
現
在
欧
州
で
は
移
民
の
問
題
が
有

り
ま
す
が
、
欧
州
も
最
初
移
民
と
位
置

づ
け
ず
外
国
人
労
働
者
を
多
く
取
り
入

れ
て
い
ま
し
た
。
日
本
も
こ
れ
を
一
つ

の
教
訓
と
し
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
も
っ

て
教
育
、
雇
用
を
創
出
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。」

　

講
演
の
後
、
歓
談
に
移
り
和
や
か
に

混
信
し
た
。

　

主
な
参
加
者
は
、
ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
・

中
西
英
夫
取
締
役
、
セ
ン
ト
レ
ア
・
中

山
厚
監
査
役
、
産
経
新
聞
・
櫻
井
大
輔

名
古
屋
総
局
長
ら
。

東
海
財
界
倶
楽
部
例
会
開
催

藤
原
浩
昭
名
古
屋
入
国
管
理
局
長
を
招
い
て

講演を行う名古屋入国管理局長・藤原浩昭氏

乾杯の挨拶をする中部日中経済交流会会長・大矢裕慈氏


